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６月の資源物･ごみ収集日割表 【問い合わせ】清掃センター（☎282-7289）

真崎、村松北、白方、宿、岡、原子力機構（箕輪･百塚･荒谷台）、真砂寮、権現山寮、南台、緑ケ丘、押延、須和間、川根、照沼、豊岡、
亀下、フローレスタ須和間 月･木曜日

舟石川１、舟石川２、舟石川３、舟石川中丸、百塚、豊白、原子力機構（長堀）、長堀寮、外宿１、外宿２、船場、竹瓦、内宿１、内宿２ 火･金曜日

真崎、村松北、権現山寮、真砂寮、原子力機構（荒谷台） ２日・16日
原子力機構（長堀）、長堀寮、舟石川３、外宿１、外宿２、
竹瓦 １日・15日

緑ケ丘、南台、豊岡、亀下 ５日・19日
百塚、豊白、内宿１、内宿２ ４日・18日
白方、岡、原子力機構（百塚） ９日・23日
舟石川１、船場 ８日・22日
宿、川根、照沼、押延、須和間、フローレスタ須和間、
原子力機構（箕輪） 12日・26日

舟石川２、舟石川中丸 11日・25日

燃えないごみ･粗大ごみ
真崎、村松北、舟石川中丸、
外宿２

１日・８日
15日・22日

船場、照沼 １日・15日
原子力機構（長堀･荒谷台･箕
輪）、須和間、フローレスタ
須和間

２日・９日
16日・23日

緑ケ丘 ２日・16日
白方 ９日・23日

舟石川１、原子力機構（百塚） ３日・10日
17日・24日

宿、押延、岡 ３日・17日

外宿１ 10日・24日

内宿１、亀下 ４日・11日
18日・25日

百塚、内宿２、豊岡、舟石川３ ４日・18日
竹瓦 11日・25日

舟石川２ ５日・12日
19日・26日

南台、川根 ５日・19日
豊白 12日・26日
※各回収日の午前７時から８時30分まで

に出してください。

資 源 物

燃えるごみ ※祝日の収集も行います。
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「
小
澤
野
」と
は
須
和
間
地
区
に
あ
る「
小お

ち

ゃ

の

澤
野
遺

跡
」の
こ
と
で
す
。
団
地
造
成
の
計
画
を
受
け
、
今

か
ら
44
年
前
の
昭
和
51
年
の
夏
に
茨
城
大
学
の
茂

木
雅
博
先
生（
現 

茨
城
大
学
名
誉
教
授
）を
中
心
に

発
掘
調
査
が
行
わ
れ
、
当
時
大
学
１
年
生
だ
っ
た

私
も
参
加
し
ま
し
た
。

　

調
査
初
日
は
調
査
区
内
を
参
加
者
全
員
で
巡
り
、

関
東
ロ
ー
ム
層（
地
山
）と
は
違
っ
た
黒
い
色
の
部
分

が
遺
構（
住
居
跡
な
ど
）で
あ
る
と
教
わ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
当
時
大
学
２
年
生
の
故･

稲
村
繁
さ
ん（
埴

輪
の
研
究
者
、
村
内
の
遺
跡
発
掘
調
査
に
尽
力
）と

共
に
少
し
ず
つ
掘
っ
て
い
く
と
、
今
ま
で
と
は
色
の

違
う
固
い
ロ
ー
ム
が
出
て
き
ま
し
た
。
移
植
ご
て
で

叩た
た

く
と
パ
ン
パ
ン
と
い
う
音
が
し
ま
し
た
。
こ
れ
を

見
に
来
ら
れ
た
茂
木
先
生
の「
こ
れ
が
住
居
の
床
面

で
、
こ
れ
を
第
１
号
住
居
跡
に
し
よ
う
」と
の
言
葉

に
、
２
人
で
顔
を
見
合
わ
せ
、
に
や
け
た
こ
と
を
覚

え
て
い
ま
す
。
出
て
き
た
土
器
か
ら
１
６
５
０
年
ほ

ど
前
の
古
墳
時
代
前
期
の
住
居
跡

で
あ
る
と
分
か
り
、
宿
に
帰
っ
て
か

ら
稲
村
さ
ん
と
そ
の
頃
の
土
器
の
図

や
写
真
を
見
ま
し
た
。

　

翌
日
さ
ら
に
掘
り
進
め
る
と
、
か

ま
ど
を
持
っ
た
住
居
跡
と
つ
な
が

り
、
茂
木
先
生
か
ら「
古
墳
時
代
後

期（
１
５
０
０
年
ほ
ど
前
）の
住
居
跡

で
あ
る
」と
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
先
生
の
指

示
で
、
炉
が
あ
る
住
居
跡
を「
１
号
Ａ
住
居
跡
」、
か

ま
ど
が
あ
る
住
居
跡
を「
１
号
Ｂ
住
居
跡
」と
し
ま
し

た
。
出
土
し
た
土
器
を
比
べ
て
み
る
と
、同
じ
甕か

め（
現

在
の
鍋
）で
も
炉
の
甕
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
よ

う
に
丸
く
、
か
ま
ど
の
甕
は
卵
の
よ
う
に
縦
長
の
も

の
で
し
た
。
か
ま
ど
は
炉
に
比
べ
て
熱
効
率
が
よ
く

調
理
が
し
や
す
く
な
っ
た
と
知
り
、
当
時
の
人
々
の

知
恵
を
感
じ
ま
し
た
。

　

小
澤
野
遺
跡
か
ら
は
43
軒
の
住
居
跡
が
見
つ
か

り
ま
し
た
が
、
同
時
期
に
建
っ
て
い
た
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
約
１
７
０
０
年
か
ら
１
４
０
０
年
前
ま

で
の
古
墳
時
代
の
間
、
眼
下
に
低
地（
水
田
）が
広
が

る
小
澤
野
の
丘
陵
に
数
軒
ず
つ
が
建
ち
、
人
々
の
生

活
が
営
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
人
々
が
去
っ
た
後
は
林

や
畑
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
６
０
０
年

余
り
後
の
発
掘
調
査
後
に
団
地
の
造
成
が
始
ま
り
、

名
も「
南
台
」へ
と
変
わ
り
、
ま
た
家
が
建
ち
、
新
し

い
人
々
の
生
活
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

地
域
に
は
歴
史
が
あ
り
、
先
人
の
知
恵
な

ど
を
知
る
こ
と
は
と
て
も
有
意
義
な
こ
と
で

す
。
こ
の
と
き
出
土
し
た
遺
物
は
、
現
在
建

設
中
の「（
仮
称
）歴
史
と
未
来
の
交
流
館
」に

収
納･

展
示
さ
れ
る
予
定
で
す
。
皆
さ
ん
に

ぜ
ひ
、
自
分
の
住
ん
で
い
る
地
域
の
歴
史
を

知
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
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